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６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

今後のネットワークは IoT やクラウドで代表されるようになり、特に北海道地域のネットワークに

おいて、インタークラウドの活用技術は必須のものである。例えば、携帯電話の普及率は素晴らし

く、コンピュータネットワークといえ、その人口カバー率９９％と謡われているが、地図にマッピ

ングするとわずかの領域しかカバーしていない。とくに広域分散社会である北海道においては民間

との共同研究等においてもクラウド活用は重要である。さらに IoT などの利活用は、高齢化社会そ

して特に広域分散社会において大きな課題である。そこでこれらに関する目に見えない問題を明ら

かにし、また、災害時や緊急時を考えたときのネットワークのあり方も考慮しておく必要がある。

そこで我々は情報基盤センター及 NPO 法人北海道地域ネットワーク協議会などとの共同研究によ

り、高度アプリケーションの利用シーンを念頭においた効率化したネットワーク構築のあり方に等

について調査研究を行い、クラウド利用を念頭においたＩＣＴの医療応用に於ける問題点等を検討

した。 

 今後、ＩＣＴ利用に於ける問題点の第 1 として、これら情報ネットワークを流れる情報の価値を

高めるために、情報の本質を考える必要があった。そこで「情報とは何か？」というような定義に

遡り、人の心を動かす事が情報の価値で有ると考えた。人の心が動かなければ、寧ろ雑音といえる。

また、最大効果をあげるには、情報を与えるタイミング、情報を受ける人の Precondition が重要で

あり、かつ、その人の特性にも大きく左右され、これらが薬としても働きうるとい観点からＩＣＴ

を見直してみた。 
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 （研究成果のつづき） 

クラウド型のＩＣＴが特に威力を発揮するのは、病院などの医療の現場だけでなく、さらに広い分

野である。すなわち今後は、介護福祉応用が期待でき、自治体病院に於ける地域包括ケアシステム

構築には、医療・介護・生活支援一体型を目指し「情報薬」の開発処方システムとして機能を発揮

しうる環境となるクラウド型システムの開発が望まれる。その中にあっては、Health Information 

Watcher などによるネットパトロールも必要で、IoT に於けるセキュリティさらには、サイバー攻

撃自動防御なども今後必要になるだけでなく、災害時も視野にいれたシステムを今後、NORTH か

ら提案できればと考えている。  

  今後、これらの成果を踏まえ、米国 NIH/NLM との共同研究によりクラウド型の災害時システム

としてFace Matching 機能を含んだPeople Locator & Triage Picの日本ハブ構築を計画している。 

 

関連発表実績  

 

  

1. 辰巳治之、溝口照悟、新見隆彦、太田秀造、竹中郁夫、菊池 真、市川量一、二宮孝文、戸倉 一、

山口徳蔵. 「情報薬」としての鍼灸-地域医療における認知症予防のために- Full-Powered Medicine

の提案.  全日本鍼灸学会雑誌 第 66 巻４号 p264-281 (2016) 

2. 新見隆彦、辰巳治之. 離島・遠隔地に於ける妊婦健診の効果 . 医療情報学 36 p614-617 (2016)  

3. 辰巳治之、溝口照悟、新見隆彦、太田秀造、菊池 真、市川量一、二宮孝文、戸倉 一、山口徳

蔵、穴水弘光. 情報薬」をさらに理解するために -Brain Wash（洗脳）か Brain Stain（染脳）か？ 

Proceedings of NORTH Internet Symposium 2017 23 p197-206 (2017) ISSN1345-0247  

4. 辰巳治之、溝口照悟、新見隆彦、太田秀造、竹中郁夫、菊池 真、市川量一、二宮孝文、戸倉 一、

山口徳蔵. クラウド活用の為に:「情報薬」の開発と応用. 日本皮膚科学会雑誌 (2017)in press  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


